
６ 月 定 例 教 育 委 員 会 会 議 録 

 

 

１  開 催 日  令和３年６月 10日（木） 

 

２  開 催 場 所  国際交流センター２階 201号室 

 

３  出席した委員  小南教育長、廣岡委員、播委員、坂元委員、土屋委員 

 

４  出席した職員  織田教育総務部長、神吉教育指導部長、 

    稲岡教育総務部次長、杉本教育指導部次長、 

    桐山教育指導部学校教育担当参事、 

    小川学務課長、梅野社会教育課長、尾崎学校教育課長、 

今津青少年育成課長、加藤教育研究所長、 

中川教育総務課副課長、岡本教育総務課管理調整係長 

 

 

５  傍   聴   者  ４人 

 

６  議事の要旨 

 

○  開   会       午後２時 00分 

 

○  会議録署名委員指名のこと 

      廣岡委員に決定 

 

○  ５月定例教育委員会の会議録報告承認のこと 

     （事務局から会議録朗読報告） 

承 認 

 

○ 会議公開の可否決定のこと 

   全ての議事を公開することに決定 



（専決報告） 

１ 加古川市社会教育推進員の解嘱及び委嘱について 

（教育指導部次長から説明） 

   承  認 

 

２ 学校運営協議会委員の委嘱について 

（教育指導部参事から説明） 

   承  認 

 

   委  員 ： 学校ごとに学校運営協議会の内容に差が出ると思うが、学校間で情 

報共有を行うなど、横のつながりは整備されているのか。 

 

事 務 局  ： 各学校の取組を共有するため、昨年度末に各校の取組をまとめたも

のを校長会で提示した。 

 

   委  員 ： 校長先生から各委員に、学校運営協議会と委員の役割についてしっ 

かりと伝えていただき、意見の出しやすい環境づくりを目指していた 

だきたい。 

 

事 務 局  ： コミュニティスクールについての校長研修を実施し、校長先生がリ 

ーダーシップを発揮できるよう努めている。 

 

   委  員 ： 「加古川市学校運営協議会の設置及び運営に関する要綱」の第 5 条

に、「ただし、中学校の校区ごとに設置する協議会の委員の定数は、別

に定める。」とあるが、これはどういった意味か。 

 

事 務 局  ： 小学校単位ではなく、中学校の校区単位で設置する協議会委員の定 

数は、教育委員会で協議を行ったうえで定めることを意味している。 

 

３ 加古川市少年補導委員の委嘱について 

（教育指導部参事から説明） 

   承  認 

 

（協議事項） 

１ 令和３年度６月補正予算に係る意見について 

（教育総務部次長から説明） 

原案可決 

 

   委  員 ： トイレの洋式化については順次実施されていると思うが、全体的な 

進捗状況についてはどのようになっているのか。 

 

 



 

事 務 局  ： トイレの洋式化率については、令和２年度末時点で約 58％となって 

おり、令和３年度末で約 65％、令和６年度末には約 93％となる見込み 

である。 

 

   委  員 ： トイレ改修工事に係る補助基本額部分について、令和２年度３月補 

正予算と令和３年度当初予算で、二重に計上をしていたとあるが、制 

度上問題はないのか。 

 

事 務 局  ： 国の補助金が令和２年度補正予算と令和３年度当初予算のどちらで 

計上されるかが、令和２年度３月補正予算積算時にはわからず、採択 

時期が不明であったため両方に計上したものであり、制度上問題はな 

い。 

 

２ 令和４年度使用加古川市立学校用教科用図書採択基本方針の策定について 

（教育指導部参事から説明） 

原案可決 

 

   教 育 長 ： 教科書採択のスケジュールはどのようになっているのか。 

 

事 務 局  ： ７月に、新しく発行された教科書、現在採択している教科書、調査 

研究資料、昨年度採択時の資料をそれぞれ教育委員へ配布し、８月に 

協議をしていただく予定である。 

 

 

３ 学校運営協議会委員の委嘱について 

  （教育指導部参事から説明） 

   原案可決 

  

委  員 ： 現在委員の委嘱を行っていない学校はあるのか。 

 

事 務 局 ： まだ委嘱を行っていない学校は２校ある。 

 

４ 加古川市特別支援教育就学・進路支援委員会委員の委嘱及び任命について 

  （教育指導部参事から説明） 

   原案可決 

 

   委  員 ： ９ページ「１ 活動実績」の中に「判定と異なった 65件の内訳につ 

いて（令和２年度）」とあるが、判定と異なる選択を希望する保護者な 

どの意思を尊重するにあたっては、学校や教育委員会からの支援が必 

要であると考える。 

 



事 務 局 ： 教育委員会では専門的なアドバイスをする支援体制を整備している 

ので、今後も継続して、保護者などの意向を尊重したい。 

 

 

教 育 長 ： 判定では特別支援学級となっているが、結果が通常学級となってい 

る 42件についての支援状況を確認したい。 

 

事 務 局  ： 通常学級へ入級した場合は、補助指導員やスクールアシスタントな 

どの人的支援と併せて技術的な支援を行っている。 

 

教 育 長 ： 県立特別支援学校の代表が今年度新たに委員として任命されること 

について説明願いたい。 

 

事 務 局 ： 今年度から２校の県立特別支援学校の代表に委員として参加してい 

ただき、県立特別支援学校との連携をより強め、就学後及び卒業後の 

支援を充実させていきたいと考えている。 

 

委  員 ： 特別支援学級に入ってから通常学級へ行きたい場合や、通常学級か 

ら特別支援学級に行きたい場合については、どのように対処されてい 

るのか。 

 

事 務 局 ： 学級の変更を希望される場合、学校を通じて、児童・生徒の実情を 

把握したうえで、改めて審議を行い、次年度に変更できるように手続 

きを行う。 

 

委  員 ： 一年経たないと変更ができないということか。 

 

事 務 局 ： 基本的にはそうである。 

 

委  員 ： 一時的な体験期間のようなものがあってもよいのではないか。 

 

事 務 局 ： 入級前に、体験的な学習を実施し、保護者と学校間で話し合いを行 

ったうえで、決めている。 

 

委  員 ： 特別支援学級を見学したい等の要望にはどのように対応しているの 

か。 

 

事 務 局 ： 夏休み期間中には就学相談を行っており、子どもの心配事や就学に 

関しての相談を行ったうえで、希望があれば見学を実施できるよう対 

応している。 

 

委  員 ： 夏休み中の就学相談は、教育委員会で行っているものか。 



 

事 務 局 ： 教育委員会主体で行っているものである。 

 

５ 加古川市いじめ防止対策評価検証委員会委員の委嘱について 

  （教育指導部参事から説明） 

   原案可決 

 

 

○ 次期定例教育委員会予定日のこと 

７月１日（木）午後２時から開催することに決定 

 

 

○  教育長諸報告 

（１）令和３年第３回市議会における一般質問について 

    ６月 11日（金）、６月 14（月）に予定されている市議会における一般質問につ

いて報告をした。 

 

○  教育委員諸報告 

〔坂元委員から〕 

（１）学校園訪問について 

     ６月１日（火）に平岡幼稚園へ訪問した。園のトイレのほとんどが和式であっ 

たが、子どもたちに和式トイレの使用方法をしっかりと教えておられるようであ 

り、保育も大変丁寧であったことに感心した。ザリガニ、亀などの生き物と関わ 

れる環境があり、砂場で元気に遊ぶ子どもたちはとても楽しそうなのが良かった。 

古い園舎ではあるが、ひさしがあるおかげで、涼しく快適であったと思う。幼稚 

園では、エアコンの使用について、何か基準等は設けられているのかが気になっ 

た。 

 

事 務 局 ： エアコンについては、マニュアルを基準に使用をお願いしている。 

 

委  員 ： 昨年度、新型コロナウイルス感染症の影響で引き渡し訓練なども 

例年とは違った対応をされていると思うが、幼稚園からその点につ 

いて意見はあったか。 

 

        事 務 局 ： 新型コロナウイルス感染症の影響により、訓練の回数が少なくな 

ったことに対して、不安に感じる意見は少しあった。 

 

 

 

 

 

 



〔土屋委員から〕 

 （１）学校園訪問について 

     ５月 27日（木）に氷丘幼稚園へ訪問した。子どもたちが元気いっぱいで感心し 

た。自ら考えて行動する子どもたちが多く、子どもたちの自発性が養われている 

環境に幼稚園の良さを感じた。５月 31日（月）には、中部中学校へ訪問した。学 

校全体が隅々まできれいだったのが印象に残った。ただ、41人いるクラスでは、 

教室がとても狭く感じたので、35人学級が望ましいと思った。ＰＣ端末の使用に 

関しては、とても上手に利用されている先生もいて、わかりやすい授業をされて 

いたが、先生によってどうしても技量の差が出てしまうことに心配を覚えた。ま 

た、中部中学校では、いじめに関するアンケートを毎月行っており、とても大切 

なことを実践されていると感じた。 

 

〔播委員から〕 

 （１）新型コロナウイルス感染症について 

     感染後の高齢者のリスクは高く、若い人のリスクは低い傾向にあるが、持病が 

あるとこの限りではない。そのため、ワクチンの接種についてもリスクの高いと 

ころから押さえていく必要がある。養護学校に通う基礎疾患のある児童、生徒に 

も配慮が必要である。 

 

○ 教育総務部長諸報告 

（１）令和４年度採用 加古川市職員の募集について 

     ５月 27日（木）から６月８日（火）まで、令和４年度採用の加古川市職員募集 

を行った。採用予定人数は、幼児教育士 14名程度等となっている。 

 

委  員 ： 障がい者の採用の枠は、今回の募集に含まれているのか。 

 

事 務 局 ： 障がい者の採用の募集については、別途行う予定である。 

 

 （２）就学援助の申請受付について 

     就学援助の申請受付が６月１日（火）から始まった。６月 10日（木）まで集中 

受付期間として、新館 10階大会議室に会場を設けた。その後は学務課窓口にて随 

時受付を行う。 

 

以上、２件について報告 

 

 

○ 教育指導部長諸報告 

（１）令和３年度 加古川市「トライやる・ウィーク」推進協議会・実行委員会について 

     「トライやる・ウィーク」の実施に向けて、推進協議会・実行委員会を書面に

て開催した。 

 

（２）学校園訪問の実施について 

     前期学校園訪問の訪問者が決定した。 



 

（３）令和３年度 教科書展示会の開催について 

     ６月 11日（金）から教科書展示会を開催する。 

 

 （４）令和３年度第１回加古川市いじめ防止対策評価検証委員会の開催の報告について 

     令和３年５月 19日（水）にウェビナー形式で開催した第１回加古川市いじめ防 

止対策評価検証委員会について報告した。 

 

 （５）令和３年度 加古川市教育委員会主催 初任者研修の実施について 

     資料のとおり初任者研修を実施する。 

 

 （６）「教育研究所 研修講座等」の開催について 

     資料のとおり研修講座等を実施する。 

 

 （７）令和３年度 全国学力・学習状況調査について 

     令和３年５月 27日（木）に令和３年度 全国学力・学習状況調査を実施した。 

 

以上、７件について報告 

 

 

○ 閉 会   午後３時 50分 

 


